
清掃活動を終え、笑顔で記念撮影に収まる参加者ら（福岡市西区） 

挨拶の中屋所長 

ゴミ拾いに汗を流す参加者 

九州建設情報社

国道２０２号でクリーン作戦（福岡国道事務所） 

福岡市西区と糸島市、ボランティアら１２５人が汗 

 

福岡国道事務所は２３日、「道路ふれあい月間」として福岡市

西区のマックスバリュ周船寺西店で、同事務所のほかボランティ

ア・サポート・プログラム（ＶＳＰ）加盟団体、道守ふくおか会

議、玄界灘風景街道、日本道路建設業協会九州支部など約１２５

人が参加し、沿道のゴミ拾いに汗を流した。 

 出発式で、福岡国道事務所の中屋正浩所長は「早朝から各団体

の皆様に多数ご参加頂き、心から感謝申し上げます。この合同清

掃活動は平成１９年にスタートし、新型コロナウィルスの影響に

より中止となった年もありましたが、今回で１６回目を迎えるこ

とになります。皆様の活動によって、地域の皆様が気持ちよく道

路を利用できる環境が守られております。道路管理者

としても大変心強く思っております」と謝辞を述べた。 

 清掃作業は、マックスバリュ周船寺西店～池田川橋

までの約１．２Ｋｍと、糸島市のマックスバリュ前原

店～東風小学校入口交差点約０．７Ｋｍの計約１．９

ｋｍの国道２０２号線沿いのゴミ拾い等を実施し、多

くの参加者はゴミ袋を手に心地良い疲労感をにじま

せ、満足げな表情を浮かべていた。 


